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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 9 月 3 0 日 ( 2 0 2 4 . 9 . 3 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 1 3 9 8 6 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 7 5 0 6 8 ( P 2 0 2 3 - 5 7 5 0 6 8 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ８ Ｊ 9 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ８ Ｊ 9 / 0 0 　 　 　 Ａ Ｃ Ｅ Ｗ
　 Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 0 　 　 　 Ｄ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 7 月 2 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 2 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン を 主 成 分 と す る 多 孔 質 膜 で あ っ て 、
　 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 が 、 ３ ０  
０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 吸 熱 ピ ー ク を 有 し 、
　 前 記 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る 多 孔 質  
膜 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 吸 熱 ピ ー ク の 前 記 オ ン セ ッ ト 温 度 と 前 記 エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が １ ５ ℃ 以 下 で あ  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 孔 質 膜 。
【 請 求 項 ３ 】
　 気 孔 率 が ４ ０ ％ 以 上 ９ ０ ％ 以 下 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 孔 質 膜 。
【 請 求 項 ４ 】
　 孔 径 分 布 の 平 均 流 量 孔 径 が ６ ９ ｎ ｍ 以 上 １ ０ ７ ｎ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 孔 質  
膜 。
【 請 求 項 ５ 】
　 孔 径 分 布 の 孔 径 比 が １ ７ ％ 以 上 ４ ９ ％ 以 下 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 多 孔 質 膜 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 孔 質 膜 を １ 又 は 複 数 備 え る 多 孔 質 膜 積  
層 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン を 主 成 分 と す る １ 又 は 複 数 の 支 持 膜 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 支 持 膜 が 前 記 多 孔 質 膜 の 片 面 又 は 両 面 に 積 層 さ れ て い る 請 求 項 ６ に 記 載 の 多 孔 質 膜  
積 層 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 粉 末 と 液 状 潤 滑 剤 と の 混 練 物 を 成 形 す る 工 程 を 備 え 、
　 前 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 一 次 粒 子 径 に お け る 最 大 粒 子 径 と 最 小 粒 子 径 と の 差  
が ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ る 多 孔 質 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る  
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１ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 の 融 解 熱 量 が 、 ６ ０  
． ０ Ｊ ／ ｇ 以 上 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 多 孔 質 膜 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る  
１ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク  
の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９
に 記 載 の 多 孔 質 膜 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ １ ０ ） 上 記 （ ８ ） に お い て 、 前 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分  
の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃  
以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下  
で あ る こ と が 好 ま し い 。 当 該 多 孔 質 膜 の 製 造 方 法 に お い て は 、 上 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ  
チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に  
お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ  
ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と で 、 多 孔 質 膜 の 製 造 時 の 押 出 圧 力 が 良 好 な 範 囲 に  
低 減 さ れ 、 孔 径 の ば ら つ き も 小 さ く で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 当 該 多 孔 質 膜 の 製 造 方 法 に お い て は 、 上 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０  
℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３  
６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０  
℃ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ５ ℃ 以 下 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 上 記 吸 熱 ピ ー ク の  
オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と で 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 粒 子 径 の  
粒 度 分 布 が 狭 く 、 粒 子 間 の 隙 間 が 大 き く な る た め 液 状 潤 滑 剤 が 浸 透 し や す く な る 。 そ の 結  
果 、 多 孔 質 膜 １ の 形 成 材 料 の 押 出 圧 力 が 低 減 さ れ て 、 成 形 さ れ た 多 孔 質 膜 １ の 孔 径 の ば ら  
つ き が 小 さ く な る の で 、 濾 過 処 理 の 精 度 を 向 上 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 当 該 多 孔 質 膜 積 層 体 が 、 例 え ば ５ 層 構 造 を 有 す る 場 合 、 複 数 の 上 記 多 孔 質 膜 と 、 複 数 の  
上 記 支 持 膜 と を 備 え 、 上 記 多 孔 質 膜 及 び 上 記 支 持 膜 が 交 互 に 積 層 さ れ 、 か つ 両 端 部 に 上 記  
支 持 膜 が 積 層 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 図 ８ は 、 本 開 示 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 多 孔 質 膜  
積 層 体 を 示 す 模 式 的 部 分 断 面 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す 多 孔 質 膜 積 層 体 ２ ０ に お い て は 、 最 外  
層 の １ 対 の 支 持 膜 ２ 間 に ２ 層 の 多 孔 質 膜 １ を 積 層 し 、 さ ら に こ の １ 対 の 多 孔 質 膜 １ の 間 に  
支 持 膜 ２ を 積 層 し た ５ 層 構 造 を 有 す る 。 こ の よ う に 、 多 孔 質 膜 １ 及 び 支 持 膜 ２ が 交 互 に 積  
層 さ れ 、 か つ 両 端 部 に 支 持 膜 ２ が 積 層 さ れ て い る こ と で 、 多 孔 質 膜 積 層 体 ２ ０ の 捕 捉 性 能  
、 機 械 的 強 度 及 び 寿 命 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ［ 付 記 １ ０ ］
　 前 記 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン の 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る  
１ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク  
の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る 付 記 ８ に 記 載 の 多 孔 質 膜  
の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ７ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 に お け る ３  
０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 で 有 す る 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度  
と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る 試 験 Ｎ ｏ ． １ 及 び 試 験 Ｎ ｏ ． ２ の 多 孔 質 膜 は 試 験 Ｎ ｏ ． ３ の 多  
孔 質 膜 に 比 べ て 押 出 圧 力 及 び 孔 径 比 が 低 か っ た 。 こ の こ と か ら 、 試 験 Ｎ ｏ ． １ 及 び 試 験 Ｎ  
ｏ ． ２ の 多 孔 質 膜 は 、 多 孔 質 膜 の 孔 径 の ば ら つ き が 小 さ く 、 高 精 度 の 濾 過 処 理 性 能 を 有 す  
る こ と が わ か る 。 特 に 、 試 験 Ｎ ｏ ． １ の 多 孔 質 膜 に お い て は 、 原 料 で あ る Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ フ ァ イ  
ン パ ウ ダ ー Ａ の ２ ｎ ｄ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 熱 量 が 低 く 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ フ ァ イ ン パ ウ ダ ー Ａ が 最 も 分  
子 量 が 高 い に も か か わ ら ず 、 １ ｓ ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 の ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範  
囲 に 有 す る 吸 熱 ピ ー ク の オ ン セ ッ ト 温 度 と エ ン ド セ ッ ト 温 度 と の 差 が ２ ０ ℃ 以 下 で あ る こ  
と で 、 多 孔 質 膜 の 製 造 時 の 押 出 圧 力 が 良 好 な 範 囲 に 低 減 さ れ 、 孔 径 の ば ら つ き も 小 さ く な  
っ た 。
　 ま た 、 試 験 Ｎ ｏ ． １ 及 び 試 験 Ｎ ｏ ． ２ は 、 一 次 粒 子 径 に お け る 最 大 粒 子 径 と 最 小 粒 子 径  
と の 差 が ２ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 昇 温 速 度 １ ０ ℃ ／ 分 の 示 差 走 査 熱 量 分 析 で 得 ら れ る １ ｓ  
ｔ ． Ｒ ｕ ｎ の 融 解 曲 線 押 出 に お け る ３ ０ ０ ℃ 以 上 ３ ６ ０ ℃ 以 下 の 範 囲 の 融 解 熱 量 が ６ ０ ．  
０ Ｊ ／ ｇ 以 上 で あ る Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ フ ァ イ ン パ ウ ダ ー を 原 料 に 用 い る こ と で 、 成 形 時 に お け る 液  
状 潤 滑 剤 の 浸 透 性 が よ り 向 上 し 、 圧 力 を よ り 低 減 で き た と 考 え ら れ る 。
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